
愛媛県　グループホームこうの 改善計画書（兼改善状況確認書） 評価結果確定日：平成１７年８月１日

自己 外部

1 7 6
共用空間を馴染みの物品を増やし家庭的
な環境をする。

家庭や本人から聞き取り、馴染みのもの
を増やしていく。

その都度

家族や本人からの聞き取りにより、昭和
初期の柱時計をかりることができた。今後
も少しずつ馴染みのものを増やしていき
た。

2 8 7
一人になることのできるスペースを確保す
る。

不要になった椅子、ソファーを確保。ソ
ファーの配置の工夫をする。

訪問調査後より

居間のソファーを２箇所にしたりして、１人
用のソファーを玄関に置き利用者の方
が、ひなたぼっこできるようになった。

3 17 13 馴染みやすい時計の設置する。 職員、利用者、家族に声かけてみる。 随時 柱時計を設置した。

4 45 32 栄養バランスを考えた献立にする。
福角病院の管理栄養士から資料を頂いた
り助言をしてもらう。

随時 資料を頂き参考にして献立をたてる。

5 50 35 職員はいつもプライバシーに配慮する。 職員同士で点検する。 随時
利用者の気持ちになってさりげなくトイレ
誘導をしたい。

6 85 49
利用者のけが等の緊急時に、職員は応
急手当を行うことができる。

ケアマニュアルを作成し、事故を最小限に
減らし、また、救急救命法の講習を検討す
る。

検討中
ケアマニュアルは作成中。救急救命法の
講習の日時を決定したい。

7 97 54
チームケアに取り組むために、職員の声
を聞き反映できる。

所長と相談後

8 128 69
市町村との連絡を密にとり、家族介護教
室等の市町村事業を積極的に受託でき
る。

相談後
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